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七飯町教育委員会 

教 育 基 本 目 標 

１ たくましく未来を切り拓く「生きる力」を培う教育に取り組みます 

 

２ 豊かな心をもち生命や人権を尊重するあたたかい人を育みます 

 

３ 学びがいがあり通いがいのある信頼される学校づくりを進めます 

 

４ 学校・家庭・地域が手をとりあいすこやかな子どもたちを育てます 

 

５ 町民が生き生きと学び続ける活力に満ちたまちづくりを推進します 

 

                  （平成２４年１１月制定） 
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第１章 社会教育中期計画策定の基本的な考え方 
 
１ 計画策定の基本的観点 

  七飯町の社会教育は、第５次七飯町総合計画(中間見直し)で設定した「さらに優

しく、たくましく 笑顔あふれる未来をめざして」という七飯町の将来像を踏まえ令

和３年３月に策定した「第４次七飯町社会教育中期計画」（令和３年度～令和７年

度）に基づき、住民のニーズと社会情勢を見据え、本町の特性を生かし、そして多

くの町民の皆さんにご協力をいただきながら、施策を推進してまいりました。 

この間、共働き世帯の増加や少子高齢化に伴う子育て支援や高齢者福祉の充実、

人口減少による地域の衰退、また人間関係の希薄化等に起因する地域コミュニティ

の弱体化などに加え、令和２年２月に発生した新型コロナウイルス感染症の世界的

大流行により、学校の一斉休校、社会教育施設の臨時休館等、これまで経験したこ

とのない生涯学習活動の停滞が発生しました。現在は収束しつつあるコロナ禍です

が、今後も感染症に対するリスクがゼロになることは考えられないことから、新し

い発想とさらなる工夫によって、どのような状況下でも持続的に活動するためのし

なやかな社会教育行政を推進し、ポストコロナ時代における新たな状態を目指すこ

とが求められています。また、こどもを取り巻く社会情勢においても、不登校やい

じめ、情報モラルの低下などに対して、これまで以上に「生きる力」が求められて

います。こどもたちの健やかな成長を図るため、学校やこどもたちが抱える課題を

地域の力を生かし解決するなど「地域とともにある学校」を構築することが重要で

す。 

  第５次七飯町社会教育中期計画は、これまでの社会教育推進の成果を基盤としつ

つ、将来を見据えながら生活課題・学習要求の把握に努め、七飯町の特色を生かし

た施策の体系化を図り、未来を展望した社会教育事業推進の指針となる計画として

策定します。 

 

２ 計画の性格 

  この計画は、第６次七飯町総合計画・第４次七飯町教育振興基本計画・七飯町教

育行政方針に基づきながらその他の計画とも整合性を図り、七飯町民憲章及び七飯

町教育基本目標の理念を具現化し、生涯学習の観点に立った社会教育の推進に係る

計画です。 

 

３ 計画の構成 

  この計画の基本的な課題を明らかにした上で、今後５年間の生涯学習の観点に立

った社会教育行政の推進を目的とし、領域は次のとおりとします。 

１ 家庭教育の充実          ２ 青少年の学習活動 
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３ 成人の学習活動          ４ 高齢者の学習活動 

５ 文化芸術活動の振興      ６ 文化財・郷土学習の推進 

７ スポーツ活動の推進        ８ 社会教育の基盤整備 

 

４ 計画の期間 

  この計画の期間は、令和８年度から令和１２年度までの５年間とします。 

 

５ 七飯町の現況 

(1) 七飯町の概要 

七飯町は、大沼トンネルを境に北部と南部に分かれ、北部の大沼地区には活火山

の秀峰駒ヶ岳（標高 1,131m）と大沼・小沼・蓴菜沼を擁する大沼国定公園があり、

ＪＲ大沼駅・大沼公園駅周辺には市街地が形成されています。また、市街地を取り

巻く平坦地には水田、山麓一帯には畜産・畑作地帯が広がっています。南部は、ほ

ぼ中央を国道５号が縦断し、国道沿線は市街地として開発が進んでいる一方、西方

の平野部は水田、東方の丘陵地帯は畑作・果樹地帯として利用されています。 

道路交通網は、函館・札幌間を結ぶ主要幹線国道５号を主軸に、主要道道上磯峠

下線、道道大沼公園鹿部線など、道道７路線で広域幹線網を形成しています。また、

令和３年３月に函館新外環状道路の空港道路（赤川ＩＣ～函館空港ＩＣ）が開通し、

函館空港から七飯町内へのアクセス時間は大幅に短縮されました。さらに今後予定

されている北海道縦貫自動車道七飯ＩＣの整備等によって、さらなる交通アクセス

の向上が期待されます。 

 

(2) 教育・文化的環境 

    ◇ 学校等          ◇ 生涯学習関連施設等     

種    別 数 

 

 

種    別 数 種    別 数 

幼 稚 園  ２ 中 央 公 民 館 （ 併 ） １ 子育て支援センター ２ 

保 育 所 (認定子ども園) ７ 勤労青少年ホーム（併） １ 図   書   室 ３ 

学 童 保 育 所 １５ 婦 人 会 館 （ 併 ） １ スポー ツセ ンター １ 

小 学 校  ４ 多 目 的 会 館 （ 併 ） １ 地 域 体 育 館 ３ 

中 学 校  ２ コミュニティセンター 1 多目的 グラ ウンド ２ 

義 務 教 育 学 校 １ 地 区 公 民 館 ２ テ ニ ス コ ー ト １ 

高 等 学 校 １ 地 域 振 興 会 館 ７ 町 民 プ ー ル １ 

養 護 学 校  １ そ の 他 会 館 ６ パ ー ク ゴ ル フ 場 ２ 

大学・短大・専門学校 ０  歴   史   館 １ 総 合 公 園 １ 

   （※ 学校等の数には民間施設の数も含んでいます。） 
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第２章 社会教育推進の重点 

１ 社会教育の基本方針 

  

 第６次七飯町総合計画「まちづくりの基本理念」をうけ、社会教育分野に課せられた基本

目標・施策等を社会教育中期計画に位置付け、町民一人ひとりが生涯にわたり心身ともに健

康で生き生きと学び続ける、地域に根ざした社会教育の推進を図っていきます。 

 

２ 社会教育の基本目標 

町民が生涯にわたって学び続け、自己を高め、学習の成果をもって社会に働きかけてい

くことができる総合的な学習環境づくりに努めます。また、青少年の健全育成を図るとと

もに、時代を創る創造力と豊かな心をもつ人材の育成を目指した社会教育を推進します。 

・地域とのつながりの中で、家庭教育への体制づくりに努める。 

・教育機能の連携と活用を図り、時代に即した環境づくりに努める。 

・町民一人ひとりが自ら行う学習活動の促進・援助に努める。 

・地域活動の基盤づくりに努め地域社会の発展を図る。 

 

３ 社会教育の推進目標 

  生涯学習の観点に立った学び・文化・スポーツを推進するため、次の目標を定めます。 

・生涯にわたって学び続け、生きがいをもって社会参画に努める学習活動を推進する。 

・豊かな郷土や文化資産の活用を図り、「七飯」らしさを創出する文化活動を推進する。 

・健康で心豊かな生活を目指す生涯スポーツ活動を推進する。 

・教育機能の連携と活用を図り、生涯学習に対応した環境づくりを推進する。 

   

  

〇 第６次七飯町総合計画実現へ向けた４つの「まちづくりの基本理念」 

・福祉の充実と支え合い 

・優れた自然・景観の活用 

・対話と協働によるまちづくり 

・地方創生と一人ひとりの幸福の実現 

〇 基本理念を踏まえた「町の将来像」 

 「人と自然が調和し 未来への笑顔輝くまち ななえ」 

〇 将来像を実現するための基本目標と施策 

 ・社会教育推進分野の基本目標 「学ぶ喜びを生み出すまちづくり」 

・基本目標に基づく施策 

１．生涯学習社会の確立 ２．生涯スポーツの振興 ３．青少年の健全育成 

４．地域文化の育成 
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４ 上位計画との関係性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

                                               

 

 

                      

 

 

  

 ○各領域における社会教育 

 １ 家庭教育の充実 ２ 青少年の学習活動 

３ 成人の学習活動 ４ 高齢者の学習活動 

 ５ 文化芸術活動の振興 ６ 文化財・郷土学習の推進 

 ７ スポーツ活動の推進 ８ 社会教育の基盤整備 

 

社会教育においては、家庭や地域社会

における社会教育の向上のため、関係機

関との連携を図り、町民一人ひとりが生

涯を通じて様々な学習活動を実践し、文

化芸術・スポーツ等に親しめるよう生涯

学習社会の構築を目指します。 

 

 

 

学校教育においては、基礎学力の向上

と児童生徒の健全育成、社会の変化に対

応した教育の充実、道徳教育の充実に努

め、家庭・地域社会との連携のもと互い

に信頼し合う学校づくりを推進し、児童

生徒の「生きる力」の育成に努めるとと

もに「行きたい学校」「通わせたい学校づ

くり」を目指します。 

 
各 
学 
校 
の 
教 
育 
計 
画 

 
 

 
学 校 教 育 目 標 

 
社 会 教 育 目 標 

 
第６次七飯町総合計画 

（令和８年度～令和１７年度） 

 
七 飯 町 民 憲 章 

 
 第４次七飯町教育振興基本計画  

（令和８年３月策定） 

（平成２４年１１月制定） 

単年度計画・反省・評価 

第５次社 会 教 育 中 期 計 画 

 
七 飯 町 教 育 基 本 目 標 
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第３章 社会教育の推進方策 

１ 家庭教育の充実 

・現状と課題・ 

 

 

・重点目標・ 

 
 

 

・推進方策・ 

 
  

家庭は、こどもたちの健やかな育ちの基盤であり、家庭教育はすべての教育の出発点であ

ります。こどもたちは家庭や地域において、多くの人々との関わりの中で様々な体験を通し

て心身ともに豊かな成長をしていきます。これまでの家庭は三世代同居型など親以外の大人

との接触や、地縁的なつながりの中で子育てを学び、助け合う場が多くありました。しかし、

現在は、核家族化・共働き・ひとり親世帯の増加など、ライフスタイルが変化し、子育てへ

の課題も多様化してきているのが現状です。子育ては未来を創る人材を育成するものであ

り、地域ぐるみで取り組むことが必要です。 

七飯町では、地域住民の協力のもと、親子の触れ合いを大切にした事業を展開する中で家

庭教育力の向上を図ってきました。今後もイベント活動などを通して家族のふれあいを深め

るための機会を提供していくことが重要となります。 

・子ども会やサークルへの援助や情報の提供に努める。 

・親子を対象とした各種事業を実施し、家庭教育への意識の高揚を図る。 

・町内会・子ども会などの地域や関係機関との連携を図り、情報提供・相談体制の充実に努めます。 

・親子のふれあいを深める体験的学習の機会や子育てに関する学習活動の充実に努めます。 

・親子を対象とした文化事業を通し、家庭教育への意識を高めます。 
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≪家庭教育事業計画≫ 

 

 

  

事業名 事業内容 対象者 
評価（年度） 

８ ９ １０ １１ １２ 

 

こども読書推進講座 

親子で読み聞かせ・工作体験

等を通じて読書への関心を

深める。 

幼児～小学校低

学年と保護者 
     

図書ボランティアサー

クルや読み聞かせサー

クルと連携した絵本の

読み聞かせ 

図書ボランティアサークル

や読み聞かせサークルと共

催し、定期的な読み聞かせを

実施し、こどもの読書への関

心を深める。 

幼児～小学校低

学年と保護者 
     

親子図書イベントの開

催 

会場に多数の絵本を敷き詰

め、本と自由に触れ合う場を

設けるなどにより、読書への

関心や親子の絆を深める。 

幼児～小学生と 

保護者 
     

こどもチャレンジ講座 

親子を対象に、年中行事に合

わせたものづくりイベント

を開催することで、親子の絆

を深める。 

幼児～小学校低

学年と保護者 
     

ファミリー絵画展 

小学生による家族をテーマ

にした絵画展を開催するこ

とで、家族を大切にする意識

の高揚を図る。 

小学生（出品者） 

町民一般（観客） 
     

 

親子科学体験 

（函館高専との連携事業） 

親子で一緒に参加できる函

館高専の出前講座を開催す

ることで、親子の絆を深め

る。 

小学生と保護者      

 

達成度評価           総合評価所見 

評

価

項

目 

Ａ 目的は達成された   

Ｂ ほぼ達成された  

Ｃ 見直しが必要  

Ｄ 取り組まれなかった  



9 

 

２ 青少年の学習活動 

・現状と課題・ 

 

 

・重点目標・ 

 
 

・推進方策・ 

 
 

近年、価値観の多様化が進む中、こどもたちを取り巻く社会環境は大きく変化しており、

少子化問題や人間関係の希薄化などにより、地域との関わりが少なくなってきています。

そのため、こどもの「豊かな心」、「確かな学力」等の育成には、体験型の学習活動機会の

拡充や、地域が主体となる子ども会活動の活性化に努めることが求められています。また、

学校・家庭・地域が知恵を出し合い、協働しながら地域全体でこどもの豊かな成長を支え

る地域学校協働活動を推進することが重要です。 

さらに、地域のつながりの希薄化、少子化の進展などの社会構造の変化により、こども・

若者同士が遊び、育ち、学び合う機会・場が減少していることから、社会教育施設などを

活用し、こどもたちが学校や家庭以外でも安心して過ごせる環境を整備することで、こど

もたちの望ましい生活習慣の定着を後押しするとともに、健やかな成長を促し、次世代の

地域の創り手として育んでいく必要があります。 

・スポーツ・文化活動を通して子ども会活動の振興を図る。 

・こどもたちの情操面の高揚を図る。 

・「行きたい」・「居たい」・「やってみたい」をテーマに、こどもの居場所づくりに係る取組

を推進する。 

・こどもたちの望ましい生活習慣の定着に努める。 

・子ども会活動に対する活動支援や情報提供に努めます。 

・七飯町の自然を生かした体験活動やスポーツ活動等の学習機会の充実に努めます。 

・自然・社会等の体験機会や文化事業等を充実させます。 

・公共施設（各部屋の開放含む。）の自由開放、環境の整備、目的に合わせたルール作りに

より、こどもたちの居場所を提供します。 

・町内各地域のこどもに関する活動をしている団体を広く紹介します。 
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≪青少年学習事業計画≫ 
 

事業名 事業内容 対象者 
評価（年度） 

８ ９ １０ １１ １２ 

 

地域子ども会活動の支

援 

地域子ども会を対象とした

大会・イベントの実施や地域

子ども会主催イベント等の

支援を通じて、子ども会活動

の振興を図る。 

子ども会会員      

劇団四季「こころの劇

場」の招致 

「こころの劇場」の演劇鑑賞

を通じて、生命の大切さ、人

を思いやる心、信じる喜びな

どを伝える。 

小学生      

ななえ吹奏楽祭 

中学校・高校の吹奏楽部によ

る合同演奏会を開催し、音楽

活動の振興を図る。 

中高生（出演者） 

町民一般（観客） 
     

七飯音頭（盆踊り・太

鼓）講習会 

小学生を対象とした講習会

を行うことにより、青年活動

の活性化を図る。 

町民一般      

体験イベントの開催 

小学校の長期休業期間に体

験イベントを開催すること

で体験型の学習活動機会の

拡充を図る。 

小学生      

地域学校協働本部 
地域学校協働本部の設置及

び活動の振興と発展を図る。 

小中学生と地域

住民 
     

こどもの居場所づくり 

こどもたちに安心して過ご

せる居場所を提供するため、

各社会教育施設の開放やル

ール作りなどを行う。 

学生      

 

達成度評価           総合評価所見 

評

価

項

目 

Ａ 目的は達成された   

Ｂ ほぼ達成された  

Ｃ 見直しが必要  

Ｄ 取り組まれなかった  
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３ 成人の学習活動 

・現状と課題・ 

 

 

・重点目標・ 

 
 

 

・推進方策・ 

 
  

成人世代では、年齢や職業などによって学びたいことや関心があることが分かれる上、仕

事や家庭の状況などの影響もあり、学習ニーズはより多様化・高度化しており、それぞれの

ライフスタイルに即した学習機会の提供が求められています。 

地域づくり活動においては、この成人世代の活躍が大変重要であり、各種団体の指導者を

はじめとした地域活動のリーダー的存在となるよう、自己啓発を図る多様な学習機会を拡充

するとともに、豊かな家庭・地域づくりを目指した社会教育の推進者として役割を果たせる

よう支援していくことが重要です。 

・サークルや各種関係団体の活動への支援を図る。 

・成人を対象とした文化事業や公民館講座を通し、生涯学習に対する意欲高揚を図る。 

・ライフスタイルに応じた多様な学習機会の充実を図る。 

・サークル・各種関係団体への援助や情報提供に努めます。 

・社会人としての役割を果たし、豊かな人生を送るため、一人ひとりが地域づくりの原動力

となり、地域づくりに貢献できる学習機会の拡充に努めます。 

・参加意欲を高めるような学習情報の発信に努めます。 

・成人の様々なライフスタイルに応じた学習プログラムの開発と、学習機会の充実に努め

ます。 
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≪成人学習事業計画≫ 

 

 
  

事業名 事業内容 対象者 
評価（年度） 

８ ９ １０ １１ １２ 

 

二十歳の集い 

語らい広場 

実行委員会を立ち上げ、自分

たちで企画・運営することに

より、社会人として自ら考え

主体的に行動できる学習機

会の拡充に努める。 

二十歳の方      

公民館講座 

各種講座を地区の公民館で

開催し、教養の向上、健康増

進を図る。 

町民一般      

地域セミナー 

各種講座（セミナー）を町内

会で開催し、教養の向上、健

康増進を図る。 

町内会      

社会教育関係団体（サー

クル）への支援 

社会教育関係団体の活動を

支援することで、生涯学習に

対する意欲高揚を図る。 

社会教育関係団

体 
     

 

図書イベントの開催 
古本市の開催等を通じて、読

書習慣の醸成を図る。 
町民一般      

 

達成度評価           総合評価所見 

評

価

項

目 

Ａ 目的は達成された   

Ｂ ほぼ達成された  

Ｃ 見直しが必要  

Ｄ 取り組まれなかった  
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４ 高齢者の学習活動 

・現状と課題・ 

 

 

・重点目標・ 

 
 

 

・推進方策・ 

 

七飯町の６５歳以上の高齢者人口は令和７年１２月末住民基本台帳で９，５３７人（９

０歳以上７７９人、１００歳以上２１人）高齢化率３５．６％となっています。平成２７

年末の３１．１％（８，８９４人）からおよそ１０年間で４．５％（６４３人）増加して

おり、増加率は緩やかになりつつあるものの、今後も高齢化が進むと予想されます。 

そのため、第６次七飯町総合計画において「生涯学習社会の確立」を推進することを基

本目標に掲げ、こどもから高齢者まで、生涯にわたって自らを高め、豊かな人生を送れる

まちづくり・地域づくりが重要であると位置づけ取り組んでいます。 

町ではこれまで、高齢者に向けた学習活動、サークル等への支援、町内会・文化・スポ

ーツ・ボランティア活動の支援など様々な取組を進めた結果、高齢者が自らの意識を高め

社会に参画するなど大きな成果を得てまいりました。しかし、このように学習意欲のある

高齢者がいる一方、中には閉じこもりがちな高齢者も見られるなど、地域社会との関わり

方には差異が見られます。これからは、高齢者が自らの人生経験で培ってきた知識や技術

を活かし、多くの方と交流ができる環境づくりを進めるとともに、社会状況の変容に伴う

新たな課題に対応した学習機会の提供に取り組む必要があります。 

・老人大学などの講座を通して健康や学習に対する意識の高揚を図る。 

・社会参加の場の提供や学習成果を社会的に還元できるような教育活動の充実を図る。 

・サークルに対する活動の援助や情報提供を図る。 

・豊富な知識を活かした活動や生きがいを高める機会の充実を図る。 

・生活に応じた学習プログラムの開発と機会の充実に努めます。 

・経験や知識を生かした学習機会の提供に努めます。 

・福祉・労働・教育などと連携した総合的な学習計画の立案に努めます。 

・文化センターを拠点に学習意欲を高められるような学習情報の発信に努めます。 

・経験や技術を若い世代に継承するための施策に努めます。 

・豊富な人生経験を異世代に伝え、生きがいを高める世代間交流を推進します。 
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≪高齢者学習事業計画≫ 
  

 

  

事業名 事業内容 対象者 
評価（年度） 

８ ９ １０ １１ １２ 

 

老人大学 

各種講座を開設することで、知

識と学習意欲の高揚を図る。 

（大中山・七飯 ２地区） 
高齢者      

趣味・教養・スポーツ 

活動等の促進 

各種サークルへの支援などによ

る多様な学習機会の提供や指導

的人材の派遣により、生きがい

を高める支援をする。 

高齢者      

各老人クラブへの支援 

老人クラブ活動への支援、講師

派遣等により、活動を活発化さ

せ、生きがいを高める支援をす

る。 

各老人クラブ      

 

世代間交流の実施 

各種サークルによる教室を開催

するなど、豊富な人生経験を異

世代へ伝え、生きがいを高める

機会を提供する。 

高齢者      

 

達成度評価           総合評価所見 

評

価

項

目 

Ａ 目的は達成された   

Ｂ ほぼ達成された  

Ｃ 見直しが必要  

Ｄ 取り組まれなかった  
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５ 文化芸術活動の振興 

・現状と課題・ 

 

 

・重点目標・ 

 
 

 

・推進方策・ 

 

町民一人ひとりが日々の営みの中で優れた芸術文化に触れ、創作や鑑賞活動を行うこ

とにより、心豊かで生き生きとする生活を基調とした生涯学習社会の構築を目指し、学

習活動の成果を地域で生かす環境づくりを進めなければなりません。そのために、町民

の学習意欲を支援し、主体的に文化芸術を創造し参加・展開できるよう、恵まれた自然

風土や人的資源・社会教育関連施設などを十分に活かす学習環境づくりを進めてまいり

ました。 

当町における文化活動は、七飯町文化団体協議会・文化協会が中心となり普及活動を

行っています。しかし、高齢化による退会等のため、構成団体の会員が減少するなど厳

しい状況となっています。今後、文化活動を一層活発にするためには、こどもから高齢

者まで参加できる事業の展開・既存団体の自主活動への支援・新たな団体の育成を奨励

すること、そして、活動の拠点として文化センターの整備・充実を図ることが求められ

ています。 

※用語解説 

文化芸術・・・「社会全体の文化と芸術を総合的に捉える概念」であり、幅広い意味で使われる。 

芸術文化・・・「芸術が文化の一部として機能することを重視した表現」であり、具体な芸術（演

劇、音楽、絵画など）を指す場合に使われる。 

・地域に根ざした文化の継承と向上に努め文化の振興を図る。 

・文化サークルの育成・支援を通じ、町民主体の文化活動を促進する。 

・指導者の育成、芸術文化の鑑賞機会や発表する場の充実を図る。 

・各種団体の自主運営と活動支援に努めます。 

・芸術文化の鑑賞機会と発表する場を充実させます。 

・活動の拠点となる文化センターの整備に努めます。 

・広域的な文化活動への参加奨励と文化情報の提供に努めます。 
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≪文化芸術活動事業計画≫ 

 

  

事業名 事業内容 対象者 
評価（年度） 

８ ９ １０ １１ １２ 

 

ななえ吹奏楽祭 

中学校・高校の吹奏楽部によ

る合同演奏会を開催し、音楽

活動の振興を図る。 

中高生（出演者） 

町民一般（観客） 
     

町民文化祭 

（各地区文化祭） 

文化活動を発表する場を設

け、文化活動の振興と発展を

図る。 

町民・サークル会員

（出品・出展者） 

町民一般（観客） 
     

パイオニアフェスティ

バル 

文化団体協議会会員へ文化

活動を発表する場を提供す

ることにより、文化活動の振

興を図る。 

文団協会員 

（出演者） 

町民一般（観客） 

     

七飯町文化協会主催に

よる舞台公演 

良質な芸術文化の鑑賞機会

を提供することで、文化活動

の普及を図る。 

一般      

                          ※一般は町民以外も含んでいます。 

 

達成度評価           総合評価所見 

評

価

項

目 

Ａ 目的は達成された   

Ｂ ほぼ達成された  

Ｃ 見直しが必要  

Ｄ 取り組まれなかった  
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６ 文化財・郷土学習の推進 

・現状と課題・ 

 

 

・重点目標・ 

 
 

 

・推進方策・ 

 
 

 

 

都市化が進むにつれ、町の歴史や先人の貴重な文化遺産が失われつつある中、それらを

再発見し、地域の資源として活用する時代になってまいりました。史跡や文化財は、郷土

の歴史・伝統・文化の理解のため不可欠であり、現在、七飯町では４件の指定文化財と、

その他史跡や文化財・樹木などを候補物件として把握し、保護や保存に努めています。 

また、近年では世界的規模での地球温暖化、外来種や野生動物の生態における変化など、

町を取り巻く環境が著しく変化しています。郷土の自然や環境を見つめ直し、どのような

文化や歴史が積み重ねられてきたかという観点からも、今後は郷土を見直すための学習機

会が必要となってきます。 

そのような情勢に対応すべく、七飯町の歴史・文化・自然環境の情報蓄積と発信施設で

もある歴史館活動の充実を図ることで、多様化する学習意欲を支援し、だれでも気軽に学

習に取り組める場を提供することが求められています。 

・貴重な文化財や自然環境の調査を継続し、その保存・活用を図る。 

・町の歴史や史跡・文化財について広く発信し、啓発活動を推進する。 

・町内に存在する産業遺産や古民家の状況を記録し、その活用を図る。 

・歴史館を活用しながら、町の歴史・文化・風土に親しむ機会を設ける。 

・文化財や自然環境などについて、調査・記録・保存・整備し、教育的活用を図ります。 

・町の文化遺産・歴史・民俗・自然に関する資料を収集・保管し、展示や講習会へ活用する

ことで、啓発活動を促進します。 

・各種開発行為と埋蔵文化財保護との調整を図ります。 

・歴史館の整備・充実を図り、新たな学習プログラムを構築して魅力を高めます。 

・文化財などの情報を定期的に発信することで、啓発活動を深めます。 
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≪文化財・郷土学習事業計画≫   

 

 

  

事業名 事業内容 対象者 
評価（年度） 

８ ９ １０ １１ １２ 

 

各種展示 

各種展示活動を行うことで、

歴史・民俗・文化財、自然や

環境への意識向上を図る。 

一般      

夜の博物館 

歴史や文化財について学び、

「知る」楽しさを感じる場を

提供することで、学習意欲の

向上を図る。 

一般      

ジュニア探検クラブ 

様々な体験学習を通して、郷

土の自然や歴史を学び、探求

心を育てる。 

小学５・６年生      

「七飯町歴史館だより」

の発行 

町内の史跡・文化財を解説し

た「七飯町歴史館だより」を

発行することで、一般への周

知と啓発を図る。 

一般      

団体育成・支援 

歴史館関係団体への支援を

通じて、文化財に対する啓発

活動を推進する。 

七飯町郷土史研

究会 
     

                          ※一般は町民以外も含んでいます。 

 

達成度評価           総合評価所見 

評

価

項

目 

Ａ 目的は達成された   

Ｂ ほぼ達成された  

Ｃ 見直しが必要  

Ｄ 取り組まれなかった  
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７ スポーツ活動の推進 

・現状と課題・ 

 

 

・重点目標・ 

 
 

 

・推進方策・ 

 
 

 

  

スポーツは、基礎体力の向上や維持だけではなく仲間づくりや生きがいを育み、町民生

活を健康で豊かにするものです。これまで、それぞれのライフステージに応じたスポーツ

活動の機会を提供するとともに、各種スポーツ団体やクラブの育成・支援を通じて競技ス

ポーツレベルの向上にも努めてまいりました。 

今後もそれぞれの体力や目的に応じて、いつでも、どこでも、いつまでも気軽にスポー

ツに親しむことができる環境を整備していくことが大切です。 

また、競技スポーツの振興や競技水準の向上などを図るため、施設整備を行うとともに

各種スポーツ団体への支援や指導者の育成を行うなど、生涯にわたりだれもが楽しめる生

涯スポーツ社会の実現を目指す必要があります。 

・スポーツ施設の整備充実及び有効活用を進める。 

・各種スポーツ団体やクラブの育成、指導者の確保に努める。 

・スポーツ教室やスポーツイベントの充実など、活動の場と機会の拡充に努める。 

・スポーツ合宿や全道規模のスポーツ大会の誘致と地域の交流を促進する。 

・地域スポーツ振興のため、指導者の資質の向上を目指し、連携を図るよう連絡調整する。 

・各種スポーツ教室・講座の開設と情報の提供に努めます。 

・多様な生涯スポーツ活動の要求に応える学習プログラムの作成に努めます。 

・スポーツセンター・トルナーレなど社会体育施設の有効活用の促進に努めます。 

・プロ・実業団・大学によるスポーツ合宿の誘致を図り、町民との交流に努めます。 

・各種スポーツ団体指導者の資質向上と連携を支援します。 

・スポーツ推進委員は、スポーツ活動の発展に努めます。 
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≪スポーツ活動事業計画≫ 

 

  

事業名 事業内容 対象者 
評価（年度） 

８ ９ １０ １１ １２ 

 

生涯スポーツの促進 

スポーツ教室や講座の開催

を通じて、ニーズに対応した

スポーツ活動の普及を図る。 
町民一般      

スポーツ教室・講座・大

会 

スポーツ教室・講座・大会を

通じて、競技人口の増加と社

会状況の変化に対応した活

動の充実を図る。 

町民一般      

プロ・実業団・大学によ

るスポーツ教室 

合宿誘致企業・プロチーム・

大学によるスポーツ教室を

行い、一流技術と接する機会

を提供することでスポーツ

振興の活性化を図る。 

町民一般      

スポーツ協会・スポーツ

少年団・総合型地域スポ

ーツクラブの運営支援 

各団体の支援を通じて、活動

の活性化、指導者の育成と自

主体制の確立を図る。 
所属会員      

スポーツ推進委員との

連携 

委員との連携により、地域の

スポーツ振興の活性化を図

る。 

スポーツ推進委

員 
     

スポーツ施設の整備・充

実 

各種スポーツ施設の整備を

通じて、生涯スポーツ環境の

充実を図る。 
町民一般      

 

達成度評価           総合評価所見 

評

価

項

目 

Ａ 目的は達成された   

Ｂ ほぼ達成された  

Ｃ 見直しが必要  

Ｄ 取り組まれなかった  
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８ 社会教育の基盤整備 

・現状と課題・ 

 

 

・重点目標・ 

 
 

 

・推進方策・ 

 
  

これまで七飯町では、文化センターをはじめとする各社会教育施設で多様な生涯学習活

動を展開し、町民の学びの場として一定の役割を果たしてきました。 

一方で、少子高齢化や人口減少の進行、ライフスタイルや価値観の多様化など、社会構

造の変化が急速に進む中、社会教育に求められる役割は従来にも増して広がっていること

から、社会教育施設やその運営体制には、さらなる機能充実が求められています。 

また、技術の進歩や激しく変化する社会への対応のため、生涯にわたっての学びが求め

られる現代においては、学習機会や情報を必要とする町民が気軽に相談できる体制の整備

や、専門的な知識・経験を有する人材の発掘・養成・確保及びその有効活用が一層重要と

なっています。 

これらのことを踏まえ、今後とも「いつでも、どこでも、だれでも」学ぶことができる

生涯学習環境の実現に向け、社会教育の基盤整備を進める必要があります。 

・生涯学習社会に対応した多様な社会教育の基盤整備を推進する。 

・優れた資質を持つ人材の確保と有効的な活用を図る。 

・学習活動に関する機会と情報の提供、相談窓口の充実に努めます。 

・文化センターの機能を充実させ、多様な学習活動に対応できる体制づくりに努めます。 

・学習機会を拡充するため、図書活動を推進します。 

・地域の教育資源の掘り起こしと、地域指導者との連携を図ります。 

・自主的教育活動への支援体制の確立に努めます。 

・郷土への関心と理解を深め、次世代へ伝える郷土資料の収集と保存・活用に努めます。 

・長期的・総合的視野に立つ社会教育施設整備について町民の理解を求めます。 
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≪社会教育基盤整備計画≫ 
 

  

事業名 事業内容 対象者 
評価（年度） 

８ ９ １０ １１ １２ 

 

社会教育機関・施設の 

整備 

公民館・地域会館・文化セン

ターなどの施設の適切な維

持管理を通じて、幅広い要求

に対応した社会教育活動の

展開を図る。 

町民一般      

スポーツ施設の整備 

体育館、多目的グラウンドな

どのスポーツ施設の適切な

維持管理を通じて、社会変化

に対応した生涯学習の充実

を図る。 

町民一般      

図書活動の拡充 

町民の要望に対応したソフ

ト事業の充実により、図書活

動の充実を図る。 

町民一般      

地域人材の発掘・確

保・養成 

広く活動実績のある地域人

材を講座に招くとともに、公

民館講座等のサークル化な

どにより、活動場所を提供す

ることで、地域人材の発掘、

確保、養成を図る。 

一般      

社会教育委員活動の活

性化 

社会教育委員研修会への委

員派遣など、他地域との情報

交流を通じて、社会教育委員

活動の活性化を図る。 

社会教育委員      

社会教育関係団体（サー

クル）への支援 

社会教育関係団体の活動を

支援することで、学習活動に

関する機会の充実を図る。 

社会教育関係団

体 
     

地域学校協働本部 
地域学校協働本部の設置及

び活動の振興と発展を図る。 
町民一般      

 

達成度評価           総合評価所見 

評

価

項

目 

Ａ 目的は達成された   

Ｂ ほぼ達成された  

Ｃ 見直しが必要  

Ｄ 取り組まれなかった  
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第５次七飯町社会教育中期計画策定委員名簿 
 

社会教育委員    委 員 長        西 川 隆 司 
副委員長        加 藤 浩 樹 
委  員        髙  島 美  紀 

中  村 弘  子 
川  野 真  一 
日  隠 麻衣子 
白  鳥 宏  幸 
山  岸 申  弥 

 

事 務 局   生涯教育課長   花  巻    亘 
スポーツ振興課長 髙  橋  雅  貴 
社会教育係長   篠  田 庸  平 
文化振興係長   三  浦 啓  輔 
文化財係長    山  田     央 
スポーツ振興係長 近  江  央  基 

 

〔七飯町社会教育中期計画〕の沿革 

平成２０年 ３月 ４日 第１次七飯町社会教育中期計画策定 平成２０年度～平成２４年度 

平成２５年 ３月２９日 第２次七飯町社会教育中期計画策定 平成２５年度～平成２７年度 

平成２８年 ３月２５日 第３次七飯町社会教育中期計画策定 平成２８年度～平成３２年度 

                                    （令和２年度） 

令和 ３年 ３月２８日 第４次七飯町社会教育中期計画策定 令和 ３ 年度～令和 ７ 年度 

令和 ８年 ３月１６日 第５次七飯町社会教育中期計画策定 令和 ８ 年度～令和１２年度 

 
 

七 飯 町 民 憲 章 
 

私たちは、秀峰駒ヶ岳と横津連山のふもと、豊かな水と緑に

恵まれ、近代農業発祥の歴史をもつ七飯町の町民です。 

１ 自然を大切にし、美しい町をつくりましょう。 

１ 力いっぱい働き、豊かな町をつくりましょう。 

１ すすんで学び、文化の高い町をつくりましょう。 

１ 互いに助け合い、あたたかい心の通う町をつくりましょう。 

１ 未来をつくる子どもたちが、健やかに育つ町をつくりましょう。 

（昭和５２年１１月３日制定） 

 


